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W 已 OP - H ] 0000は、スタンドび別売りとなっています。 
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，が'""—と別冊の r ③操作編」①取扱説明書をよくお読みになり、ご理解のうえ正しくご使用ください。 
お読みになった後は、な記書とともに大切に保管してください。 


ご使用の前に ■ テレビや周辺機器を設置する ■ 受信できるように設定する-接続した外部機器を設定する-ご参考 
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I 本書の見かた 


この説明書は、主に下記の内容で構成されています。 


この説明書で使用しているアイコンについて 


A を意 


ま全上、守っていただをたいことを記載してい 
ます。 

操作上、守っていたださたいことを記載 
W しています D 

操作上、知っておいていただをたいことを記 
載しています。 

知っていると便利な操作-辭説を記載してい 
よ9 〇 


メモ 


I マークは、「①準備編」の取扱説明書（本書）の参照ページを表し、 

マークは、「②操作編」の取扱説明書用 ij 冊）の参照ページを表しています。 


リモコンのカーソルボタンの記号について 

本文中の操作説明では、カーソルボタンの巧ず方向 
を下図のよラに表して説明していまず。 

上下左ち方向の操作 ^ ろ ちちち向の操作 

广^上下ち向の操作 ら ) 左ち向の操作 

上ち向の操作 
Q ) 下ち向の操作 


〇 


ち方向の操作 


各ぺージの見かたについて 


サブタイトル^ ^ WOOQOO け 


00000000 


'000000000 

機能の概要説明— P ^ ooooooo ^ 


イラストか S の引 
出ま号は、その操作' 
で使用ずるボタン 
です。 

操作手順説明 



イトル 


.守っていただをたいことやお知らせ、 
メモなどを記載 

’説明で使用する画面 
(選ぶところは、背景を黒くし、文字 
を白抜をにして説明しています。） 


し付厲□口 -^し化 

付属品をご確認ください。万一不足しているものびあれば、販売店にご連絡ください。 

■取扱説明書（本書）および保証書は、よくお読みになって内容をご理解の上、いつでち確認でをるところへ大切にな管してください。 



♦電源コードと電源プラグアダプターは、必ず付属品をお使いください。 

♦付属品の電源コードと電源プラグアダプターは、本機じ(外の電気機器には使用しないでください。 


冊冊冊冊 
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し 1 ち用 」 I w じ江后、 


商品本体および取扱説明書には、お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防ざ、 
ち全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。 

次の内容（表示•図記号）を理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


表示について 


A 

整化 
言 口 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 

人が死こまたは重傷*1を負う可能性が想定される内容をおしてし)ます。 

A 

注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 

人が傷害 * 2 を負ラ可能性が想定される内容および物的損害* 3 のみの発生が 
想定される内容を示しています。 


* 1:重傷とは失明や、けび、やけど（高温■低温)、感電、骨折、中毒など後遺症び残るちのおよびミ台療に入院■長期の通 
院を要すちのをさしています。 

* 吕：障害とは、ミ台療に入院や長期の通院を要さないけび、やけど、感電などをさしています。 

* 3:物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわる化大損害をさしています。 

図記号の例 イ\気をつけなければならない。「ま意」をおしまず。 

感電に気をつけなければならない。 r 感電ま意」を示しまず。 

(\)してはいけない。「禁止」をおしまず。 

0必ず行う。「強制」をおしまず。 










安全上のご注意 


異常や故障のとを 


A 警告 


■煙が出ている、へんなにおいや音がするとさは、すぐに本機の主電源スイッチを切り. 
おず電源プラグをコンセントから抜く 


C 



電源プラグをコンセント 
か6抜け 


主電源スイッチ 

異常のまま使用すると、火災•感電の原因となります。 

煙が出な<なることを確認して販売店に修理をご依頼<ださい。 


A 注意 


■画面が映らない、音が出ないなどの故障の 
場合には、すぐに本機の主電源スイッチを 
切り、必ず電源プラグをコンセントから 
抜< 


C 


圏 


電源プラグをコンセント 
か6勘す 



] 1 


それから販売店にご連絡ください。 

そのまま使用すると义災-感電の原因となりまず。 


■内部に水や異物などが入った場合は、 
すぐに本機の主電源スイッチを切り、 
必ず電源プラグをコンセントから抜く 


C 


電源プラグをコンセント 
か日抜け 



それから販売店にご連絡ください。 

そのまま使用ずると火災-感電の原因となりまず。 
特にルさなおモ様びいるご家庭ではごま意<ださい。 


■本機を落としたり、キャビネットを破損した場合は、すぐに本機の主電源スイッチを切り、 
必ず電源プラグをコンセントから抜く 


C 



電ミ原プラグをコンセント 
か6巧け 


それから販売店にご連絡ください。 

そのまま使用すると义災-感電の原因となりまず。 


•イラストはイメージであり、実際の商品とは形状び異なる場合びありまず。 


ご使用の前に 


已 























































設置するとを 


A 警告 


■電源プラグをすぐに抜くことが 
でさるように本機を据え付ける 


■壁に取り付ける場合は、必ず別売の専用の 
壁掛け金具を使用し、専門の業者に 


〇 

本機び異常や故障となったとさ、電源プラグをコン 



依頼する 

〇 




セントに差し込んだままにしておくと、火災•感電 
の原因となることびありまず。 

本機は主電源スイッチび「切」の状態でち、極微弱 
な電流び流れていまず。 


専門業者な外の人び壁掛け金具を使用して設置ずる 
と、壁への取り付けびちろい場合に、本機び落下し、 
打撲や骨折など大けびの原因となりまず。 


■ぐらついた台の上や傾いた所など 
不安定な場所に置かない 




落ちたり、倒れたりして、けびの原因となることび 


ありまず。 


■電源コードの上に重いちのをのせたり、 
コードを本機の下敷さにしない 


火災-感電の原因となりまず。 


■アース端子を電源コンセントに差し込ま 
ない 


〇 

コードに傷び付いて、义災-感電の原因となりまず。 
コードを敷物などで覆ってしまラと、気付かずに重 
い物をのせてしまラことびありまず。 



アース線は、アース端子！;<(外には接続しないでください。 
火災-感電の原因となりまず。 


■コンセントや配線器具の定格を超える使い方や交流] 00 V (已0/巨 OHz ) しソがでは使用し 


ない 



♦たこ足配線など、定格を超えると発熱により、火災•感電の原因となりまず。 
•表おされた電源電圧 L ツ外では、火災•感電の原因となりまず。 









































么注意 


I 湿気やほこりのをい場所、調理台や加湿器 
のそばなど油煙や湯気が当たるよラな 
場所に置かない 


0 



义災-感電の原因となることびありまず。 


■電源コードを熱器具に近づけない 



ことびありまず。 


■移動させる場合は、主電源スイッチを 
切り、必ず電源プラグをコンセントから 
抜< 


0 



コードび傷つさ、义災-感電の原因となることびあ 
りまず。 

♦アンテナ線、機器間の接続コードなど外部の接続 
コードを外してから行ってくださし、。 

♦本機は質量び大さ < 奥行さび無 < て不安定なため、 
一人で作業をずると思わめけびの原因になりまず。 


■本機の通風孔をふさがない 


0 


お; 


い,い…く 



上向を 



下向き 


内部に熱びこちり、义災の原因となりまず。 

また、本機の設置は、壁から左ち] Ocm 政上、上部 
は 30 cm 上離ず。煙掛け設置をずる場合は除く） 

特に;夕①ような使いちはしない。故障の原因となり 
まず。 

♦本機をあお向けや横倒し、逆さまにずる。 

♦押入れや本箱など風通しの悪い狭い所に巧し込む。 
♦じゅラたんや布団の上に置く。 

♦テーブルク□スなどを掛ける。 


■転倒防止の処置を行なラ 


0 



テレビび転倒し、けびの原因となることびありまず。 


■本機を医療機器の近 < (同部屋）には設置 
しないで<ださい 


〇 


医療機器の誤動作の原因となることびありまず。 


■アース線を必ず接地する 



妨喜を受けないためにち、必ずアース線を接続し 
てご使用ください。 

♦電源プラグアダプターを使用ずる場合、電源プラ 
グのアース線は、アース端子に接続してくださし、。 
コンセント端子に差し込むと、感電や义災の原因 
となりまず。 


■キャスター付さテレビ台に本機を設置 
する場合にはキヤスター止めをする 


〇 


動いて思わめけびの原因となることびありまず。 


■本機を頭や顔、手足などをぶつけるような 
場所に設置しない 


0 



けびの原因になることびありまず。 

特にルさなお子様のいるご家庭ではごま意ください。 
♦壁掛け-天吊り据え付け時には、頭などをぶつけるこ 
とのないよラに、取り付けの高さにごま意ください。 


■アンテナエ事には技術と経験が必要です 
ので、販売店にご相談 < ださい 


〇 


♦送配電線から離れた場所に設置ずる。アンテナび 
倒れた場合、感電の原因となることびありまず。 

♦ BS 、 CS 放送受信用アンテナは、強風の影響を受 
けやずいので、堅固に取り付ける。 


ご使用の前に 
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し 1 ち用 」 I w じ江后、 


1 使用するとを 


f 

A 警告 1 


■本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、 
薬品や水などの入った容器を置かない 




水めれ禁止 

こぼれたり、中に入った場合、火災•感電の原因と 
なりまず。 


■本機に水をこぼしたり、めらしたりしない 




水めれ禁止 
火災-感電の原因となりまず。 

♦雨天、降雪中、ミ毎岸、水辺での使用は特にごま意 
<ださい。 


■電源プラグの刃および刃の付近におや 
金属物が付着している場合は、電源プラグ 
を抜いてから乾いた巧で取り除く 


■電源コードを傷つけたり、加工したり、 
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
加熱したりしない 


〇 



0 



そのまま使用すると义災-感電の原因とりまず。 
定期的（年に]回くらい）に清掃してくださし、。 


コードび破損して、火災-感電の原因となりまず。 
電源コードび傷んだら（な線の露出、断線など）販 
売店に交換をご依頼ください。 


I 雷が鳴り出したら、アンテナ線や 
電源プラグには g ちれない 


■本機の裏ぶた、キャビネット、カバーは 
がさない、本機を改造しない 




接舰禁止 

感電の原因とります。 



⑩ 



分瞄禁止 

内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因となります。 
内部の点検-整備-修理は販売店にごめ頼ください。 


A 注意 


■間違った電池の使い方をしない 


0 



•乾電池は充電しない。 

•指定1；^がの電池は使用しない。 

•新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない。 

•極性表示（プラス@とマイナス©の向を）にを意し、表 
示どおりに入れる。 

電池の破裂、液をれによ0、火災、けがや周囲を巧損する 
原因となることがあります。 


■前面パネルには、絶対に衝撃を加えない 


0 



本機の前面ノ くネルをたた < などして衝撃を加えると 
バネルび割れ、火災-けびの原因となりまず。 


■スイーべル回転範囲内に物を置いたり、 
操作中に顔や手などを入れない 


0 



物び倒れて壊れたり、けびの原因となることびあり 
よ9 〇 


I 前面扉と本体の隙間に手（指）を入れない。 


0 



特に、ルさなお子様のいるご家庭ではごミ主意ください。 
けびの原因となりまず。 
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A 注意 


■電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込む 


〇 



差し込みび不完全でずと発熱したり埃び付着して火 
災の原因となることびありまず。 

また、電源プラグの巧に触れると感電ずることびあ 
りまず。 


■電源プラグは根元まで差し込んでも 
ゆるみがあるコンセントに接続しない 


0 



発熱して火災の原因となることびありまず。 

販売店や電気工事店にコンセン h の交換を依頼して 
<ださい。 


■電源プラグを抜くとさは、電源コードを 
弓 I つ張らない 


■めれた手で電源プラグを抜さ差ししない 


0 





コードび傷つさ、义災-感電の原因となることびあ 
りまず。 

必ずプラグを持って巧いてください。 


めれ手禁止 
感電の原因となることびありまず。 



■本機の上に重い物を置かない 


■本機に乗ったり、ぶら下がったりしない 


0 



0 




特に、ルさなお子様のいるご家庭ではごミ主意ください。 
倒れたり、こわれたりしてけびの原因となることび 
ありまず。 


バランスびぐずれて倒れたり、落下して、けびの原 
因となることびありまず。 


■機器の近くに□ーソクなどの 
裸乂を置かない 


■旅行などで長時間、本機をご使用に 
ならないとさは、安全のため 
必ず電源プラグをコンセントから巧く 


0 



C 


义災-感電の原因となることびありまず。 


電源プラグをコンセント 
か日抜け 一 

火災の原因となることびありまず。 



お手入れするとさ 


A 注意 


■お手入れの際は、安全のため電源プラグを 
コンセントから巧いて行う 


C 


電源プラグをコンセント 
か6巧け 

感電の原因となることびありまず。 



■年に一度くらいは、内部の掃除を 
販売店などにご相談ください 


A 


本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をし 
ないと义災や故障の原因となることびありまず。特 
に、湿気の多 < なる梅雨期の前に行ラと、より効果 
的です。なお、掃除費用については販売店などにご 
相談ください。 


ご使用の前に 
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じ吏用上のご注意 


お守り<ださい 


■高温になるところに置かないで<ださい 

キャビネットや部品に悪い影響を与えますのでご注意ください。 

•直射日光や熱器具のお<など。 

■平坦で安定する場所に設置して<ださい 

•傾斜面や、平坦でない面、カーペットなどの柔らかい面、変形した面などへの設置をさけてくだ 
さい。 U モコンによるスイーべル動作が不安定になる場含があります。 

•テレビをフ□一 U ングの床に直接設置しないでください。フ□一 U ングの材質-表面状態によっ 
ては床面とスタンドのスべ U 止めが強く密着し、テレビを持ち上げた際、フ□一 U ングの表面が 
はがれる場合があります。 

■パネルを巧したり、物をぶつけたりしないでください 

プラズマパネルは微細加工したガラスです。パネルの前面には強化ガラス製のフィルターを取り付けていますが、ガラスが 
破損ずる恐れがありますので、指-手などで押した0物をぶつけたり、強い衝撃は与えないでください。 

■ SD メモリーカード挿入□に異物を挿入しないでください 

SD ^ モ U —カード（またはマルチメディアカード）外のをのを挿入しないでください。また、コインなどの金属物や異 
物を挿入しないでください。故障や破損の原因とな0ます D 

■ 巳- CAS カード挿入□に異物を挿入しないでください 

B - CAS カード！;^外のをのを挿入しないでください。また、コインなどの金属物や異物を挿入しないでください。故障や破 
損の原因となりまず。 

■パネルのお手入れは、柔らかい巧で拭いて<ださい 

♦本機のパネル表面は、特殊なフィルムやコーティングが施されています。お手入れの際には、柔 
らかい布（綿-ネル等）で軽く乾拭をしてください。 

•硬い布で拭いたり、強く擦ったりしますと、パネル表面のフィルムや特殊コーティングが傷付を 
ますのでご注意ください。 

•指紋など油脂類の巧れがひどい場合は、水で壽がた中性洗剤に柔らかい布をひたしよく絞ってからふを取0、乾いた柔ら 
かい布で仕上げてください。 

•ガラス用ク U —ナーやスプレー式のクリーナーは、パネル表面が変質したり、フィルムや特殊コーティングがはがれた0、 
内部に侵入し、故障の原因になる恐れがあるので、使用しないでください。 

•化学ぞラきんやアルコール、ベンジン、シンナー、酸性/アルカ I 」性/研磨剤入り洗浄剤などは、その成分により、パネル 
表面が変質したり、フィルムや特殊〕ーティングがはがれたり、変色ずる恐れがありますので、ご使用にな6ないでください。 

■キャビネットのお手入れの際、ベンジン、シンナーなどは使用しないでください 

•キャビネットの表面をベンジン、シンナーなどでふいたり、殺虫剤などの揮発性のものをかけたりしないでください。また、 
ゴムやビニール製品などを長時間接触したままにしないでください。変質した0、塗料がはがれるなどの原因とな0ます。 
•化学ぞラさんは、キャビネット変質の原因とな0ますのでご使用にならないでください。 

•キャビネットや操作パネル部分の巧れは、柔らかい布で輕くふを取ってください。巧れがひどいとをには、水で薄がた中 
性洗剤に布をひたしよく絞ってからふを取り、乾いた布で仕上げてください。 

特に、次の洗剤などは塗装を傷めますので使用しないでください。 

■アルカ U 性洗剤、アルコール系洗剤、みがを粉、粉石驗、カーワックス類など 
•キャビネットの光沢部分は、傷が目立ちやすいので、お手入れ、お取扱いには特にご注意願います。 

■輸送ずる場合は、必ず本機用の徊包箱•クッションをご使用ください 

•引越しや修理などで本機を運搬する場含は、本機用の栖包箱とクッション材をご使用<ださい。 

•横倒しでの輸送はしないでください。パネルが破損する、または面欠点が増加ずる可能性があります。 

■乾電池を廃棄する場含は、プラス•マイナス端テに絶縁テープを貼るなどして絶縁状態に 
してから「所在自治体の指示」に従って廃棄してください 

他の金属片等導電性のあるをのと一緒に廃棄した0するとショートして、発火、破裂の原因となることがあ 
ります。 

■本機および本機の破片、付属品を廃棄するとをは、必ず、販売店にご相談ください 

■テレビをご覧になるとをは、適度な距離と明るさでご覧ください 

•画面の縦の長さの3〜7倍離れた場所でご覧になれば、見やすくて目が疲れに<<な0ます。 

•暗ずぎる部屋は目を疲れさせるのでよくありません。 

•長時間連続して画面を見ていると目が疲れます。時々、画面から離れて目をイ木値てください。 

■適度な音量で隣り近所へ配慮して < ださい 

特に夜間での音量はルさい音でを通りやすいので、窓を閉めた〇へッドホンを利用したりして、隣0近所に対し十分の配慮 
をして、生活環境を守りましよラ。 
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お知らせ 




■面欠点について 

パネルは、精密度の高い技術で作られていますが、画面の一部に欠点（光らない点）や輝点（余計に光る点）が存在する場 
合があります。これは故障ではあ0ません。 

■残像について 

静止画（画面表示、放送局側から送られる時刻表示など）や;><ニュー表示を短時間（約]分程度）表示し、映像内容が変わっ 
たとさに前の静止画が鶏像として見えることがありますが、自然に回復します D 故障ではあ0ません。 

■焼さ付をについて 

静止画（画面表示、放送局から送られる時刻表示など）や、ゲーム機などの固定映像を長時間または繰り返し表示したり、 
画面のワイドモードをノーマルモードで長時間ご覧になると、プラズマパネルが焼さ付<場をがあります。画面の焼さ付を 
を避けるた曲、スク U —ンセーバーの使用や、ワイドモードはノーマル政外のモードで使用ずることをおすす値します。 

焼を付をが軽度のとをは、目立たなくなることがありますが、一度起こった焼を付をは完全には消えません。 

詳しくは挿入紙をご覧ください。プラズマパネルの焼き付きは保証対象外です（©操作編巧目)。 

■パネル表面温度について 

プラズマパネルは、パネルの内部で放電を起こすことによ0映像を表示しています D そのため、パネルの表面温度が高 < な 
る場含があ0ます。 

■本機の温度について 

本機は、長時間使用したとをなどに、上部やパネル表面が熱くなる場含があ0ます。手で触れると熱く感じる場含をあ0ま 
ずが、故障ではありません。また、熱で変形しやすいをの（オーディオテープ、ビデオテープなど）を上に置かないでくだ 
さい。 

■パネル駆動音について 

視聴中に、「ジー」といラパネルの駆動音が聞こえることがありまずが、故障ではありません。 

■フアン モーター について 

テレビ内部の温度を下げるた曲にフアンモーターの動作音がするとをがありまずが、故障ではありません。 

■電話回線の接続が必要です 

デジタル放送では、電話回線を使って視聴記録データの送信や視聴者参加番組への参加などがでさるシステムを採用してい 
まず。本機には NTT の2線式公衆電話回線で、プッシュ式またはダイヤル式 (10 PPS /20 PPS ) の電話機に接続の電話 
線を分配して接続してください D また、接続した電話回線は異常が発生しない限り、取りがさないでください。不特定多数 
の人が利用する公衆電話や共同電話、および2線式電話回線と接続しない電話機（携帯電話、 PHS など）では利用できな 
い場含があ0ます。 

■インターネット網への接続が必要です 

地上-目 S デジタル放送では、インターネット網への接続により、さらに多様な双方向データサービスを利用することがで 
さます。本機で、このサービスを利用するには、常時接続の回線業者やインターネットサービスプ□バイダーとの契約が必 
要でず。インターネット網への接続をしていないと、双方向データサービスを利用でをない場をがあ0ます。 

■谭聴記録の送信について 

目 - d ぶ S カードに記録される視聴記録データは、定期的に電話回線を通じ（株） B - CAS 〔(株）ビーエス■コンディシヨナル 
アクセスシステムズ〕へ自動送信されます。データ送信の電話料金は無料ですが、データ送信中は、同じ回線に接続の電話 
機は使用でをません。 

■本機の電源プラグは常時コンセントに接続しておいてください 

長期間留守にされる場含や本機に異常が発生したとを iU 外は、テレビの電源プラグをコンセントから抜いたままにしないで 
ください。本機は電源オフ（スタンバイ）状態でを、自動的にデジタル放送の情報を受信したり、視聴記録の送信を行った 
りずる場合があります。 

■ダウン□ードについて 

放送運用などに変更が生じた場含、本機のソフトウエアを更新して対応させるた曲に、放送によるダウン□ードサービスを 
行ないます。このサービスを受けるには、ご使用にならないとさは、 U モコンで電源を切った状態にしておくことをお勧め 
します。本体の主電源スイッチで電源を「切」にしたり、電源プラグを抜いた場含はこのサービスを受けられません。 


ご使用の前に 




じ吏用上のご注意 


お知6せ（つづさ) 


■天候不良によって、画質、音質が悪くなる場含があります 

雨の影響により衛星からの電波が弱くなっている場含は、引き続き放送を受信できる降雨対応放送に切り換えます。（降雨対 
応放送が行われている場含）降雨対応放送に切0換わったとさは、画面にメッセージが表示されます。 

降雨対応放送では、画質や音質がかし悪くなりまず。また、番組情報を表示でをない場合があ0ます。 

■ 11日度 CS デジタル放送をご覧になるには 

]] 日度 CS デジタル放送に対応したアンテナが必要です。また、ブースターや分配器などをご使用の場合は、 2150 MHZ 
またはそれ政上の周波数対応の伝送機器が必要でず。詳し<は販売店にご相談<ださい。 

■アンテナの点検-交換について 

アンテナは風雨にさらされるた曲、美しい画像でお楽しみ頂くた曲にも点検-交換ずることをおす 
ずめします。 

特に、煤煙の多い所、潮風にさらされる所では、アンテナが早く傷みますので、映りが悪くなった 
場合は、販売店にご相談ください。 

■操作でさなくなった場含は 

受信異常などにより、本機の操作がでをなくなった場含は、本体の主電源スイッチを切り、2〜3砂待ってから、再度主電 
源スイッチを入れて<ださい。 



■ラジオについて 

本機の近くでラジオを使用しますと、ラジオの音声に雑音が入る場合があります。本機より離してご使用ください。 

■本機の受信周波数帯域に相当する周波数を用いた機器とは離してご使用ください 

本機の受信周波数帯域 （47 日 MHz 〜 2072 MHZ ) に相当する周波数を用いた携帯電話などの機器を、本機やアンテナケー 
ブルの途中に接続している機器に近づけると、その影響で映像-音声などに不具含が生じる場含があ0ます。それらの機器 
とは離してご使用ください。また、アンテナの接続時にアンテナケーブルや分配器、分波器などの機器を使用する場をは、 
共聴用のをのをご使用ください。 

■赤外線通信機器について 

赤が線コードレスマイクや赤外線コードレスへッドホンなどの通信機器は、通信障害により、使用でをない場含がありまず。 
これは故障ではあ0ませんので、あらかじめご了承ください。 

■本機に記憶される個人情報などについて 

•本機には、放送局とデータの送受信を行ラた曲に入力したお客様の個人情報が記録されます D 本機を廃棄、譲渡等する場 
合には r 設定の初期化」 [ m を実施して、本機内のメモ U —に記録されているデータを消去することを強くお勧めします D 
• お客様または第兰者が本機の操作を誤ったとき、静電気などのノイズの影響を受けたとき、または故障、修理のときなどに、 
本機に記憶または保存されたデータなどが変化、消失ずる恐れがありまず。これらの場合の損害や不利なについて、当社 
は何ら責任を負ラをのではありません。 


■メモリーカードについて 

本機またはメモ U —カード U —ダーに挿入されたメモ U —カードに保を、記憶されているデータは、本機の操作を誤った場 
をや静電気などのノイズの影響を受けた場を、消失する恐れがあります。このよラな場含や万一何らかの不具をにより、デー 
夕が消失した場含の補償や損失、直接•間接の損害について、当社は一切の責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。 
大切なデータは、他のメディアにバックアップを取っておくことをおずす値します。 


■ライセンス等について 

•本製品には、 ACCESS 社製データ放送用 BML ブラウザ NetFront v 3 .日 DTV Profile を搭載しています。 
NetFront は株式会社 ACCESS の日本国における登録商標です。 

Copyright ( C ) 1白白 6-2006 ACCESS C 日.， LTD . 

ASSESS NetFront v 3。 mv 口の胞 

• 日本語変換には、オム□ンソフトウェア（株）のモバイル Wnn を使用しています。 


• この製品は、目目 E Sound , Inc . からの実施権に基づき製造されています。 

この製品は、米国目目 E Sound ， Inc . の所有ずる特言午 USP 己己]日7己2及び己73目8白7をイま用してし'!ます。臣臣 E と 
B 臣 E のシンボルは 、 BBE Sound , Inc . の登録商標です。 

SSkr 目目 E プ□セスは音の明瞭度と臨場感を改善し、話し声や歌声及び楽器の演奏などを原音におい、自然で聞を 
やずい音として再現します。 


と 川ん il l 屈 ill か は、 SRS Labs . Inc. の商標です。 
W 日 W と TruSurr 日 und D に ITAL 己 .1 CH 技術は、 SRS 


Labs . Inc . からのライセンスに基づさ製品化されています。 


W 日 W は SRS と TruBass と FOCUS の組み含わせ技術です。 


本製品は 、 MontaVista Softwarejne . が開発したテクノ□ジーを搭載しています。 

COPYRIGHT C 1白白目-2006 MONTAVISTA SOFTWAREJNC.ALL RIGHTS RESERVED . mOntaVISta ™ 
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■付属の B 苗ぶ S カードは、デジタル放送を視聴していただくた他に、お客様へ貸与された大切なカードです。破損や紛失など 
の場含は、ただちに目- CAS 「(株）ビーエス-コンディショナルアクセスシステムズ」カスタマーセンターへご連絡くださ 
し、お客様の責任で破損、故障、紛失などが発生した場含は、再発行費用が請求されます。 

■万一、本機の不具含により録画がでをなかった場含の補償についてはご容赦ください。 

■あなたがビデオデッキなどで録画、録音したをのは、個人として楽しむなどのほかは、着作権法上権利者に無断で使用でさ 
ません。 

■本機から電話回線などを通じて通信を行なラと、通話料金無料のフ U —ダイヤルでないかぎり、電話料金はお客様の負担に 
なります。 

■本製品は、着作権保護技術を採用してお0、マク□ヴィジョン社及びその他の着作権利者が保有ずる米国特許及びその他の 
知的財産権によって保護されています。この著作権保護技術の使用は、マク□ヴィジョン社の許可が必要で、また、マク□ヴィ 
ジョン社の特別な許可がない限0家庭用及びその他の一部の鑑賞用の使用に制限されています。分解したり、改造すること 
を禁じられています。 

■国外でこの製品を使用して有料放送サービスを享受することは、有料サービス契約上禁止されています。 

■この説明書に記載の画面イラストは、実際に表示される画面と異なる場含があります。チャンネル番号、チャンネル名、番 
組名などを含値、実際に表示される内容については画面でご確認ください。 

■本機の仕様および機能などは、ダウン□ー ドなどにより変更することがあります。 

■ダウン□ー ドとは、デジタル放送を受信してダウン□ー ドデータを取り込み、本機のプ□グラムを最新のものに書き換える 
機能です。お買上げ時はダウン□ー ドを「自動」で行なう設定になっています。「しない」設定にもできますが、最新のプロ 
グラムでお楽しみいただ<た曲、通常は「自動」の設定でご使用ください。 





デジタル放送について 

デジタル放送には、 BS デジタル放送、110度 CS デジタル放送および地上デジタル放送びあります。 

BS デジタル放送および110度 CS デジタル放送は、それぞれ東経110度に位置ずる放送衛星および通 
信衛星を利用したデジタル放送です。本機では、110度 CS 巧応 BS デジタルアンテナを使用することで、 
両方の放送を受信ずることがでさまず。また、地上デジタル放送は、 UHF 帯域の電波を使って放送されま 
ずので、デジタル放送のチヤンネルに巧応した UHF アンテナを使用することにより、受信することびでき 
まず。 


デジタ J レ A イビジョン放送 . 

デジタル八イビジョンの放送フオーマットは走査線112己本（有効]080本）飛び越し走査の1]2已 i ( lOSOi ) と走査線7己0本 
(有効720本）順次走査の7己 Op (720 が放送の2種類があり、細部までされいに表現され、臨場感豊かな映像を楽しめます。また、 
現行のテレビ放送とほぼ同等の画質のデジタル標準テレビ放送をあります。 

をチャンネル放送 . 

デジタル信号圧縮技術により、従来のアナ□グ放送と比較して多チャンネル放送びおこなえます。デジタル八イビジョン放送やデジタ 
ル標準テレビ放送の多チャンネル化のほかに、独立データ放送やデジタルラジオ放送をおこなわれます。 

データ放送 . 

文字や静止画によって必要な情報を選んで画面に表示させることびでさる新しい放送です。テレビ放送やラジオ放送の番組に連動した 
データ放送と、独立したデータ放送の2種類のデータ放送びあります。データ放送では、電話回線を使用した視聴者参加番組やショッ 
ピング、バンキングなどの双ち向サービスをあります。（インターネット網への接続が必要な場合をあります。） 

電子番組ガイド （EPG : Electronic Pro 甚 ram Guide ). 

デジタル放送では、それぞれの放送に対して約1週間分の番組情報び送5れることびあります。電子番組ガイドを利用し、画面上にそ 
れぞれのデジタル放送の番組表を表示させ、番組表か5番組を選んで詳細情報を表示させたり、視聴や録画したいま組を事前に予約し 
たりすることがでさます。 

己 S デジタル放送について 

BS デジタル放送は、東経1]0度に位置する放送衛星を利用したデジタル放送です。デジタル八イビジョン放送び中むであり、無料放 
送が多いのを特長です。（一部有料放送ちあります） 

基本的に放送事業者ごとの放送となるため、視聴契約や登録が必要な場含は放送事業者ごとに申し込みび必要です。 

110度 CS デジタル放送について 

] 10度 CS デジタル放送は、東経1]0度に位置する通信衛星を利用したデジタル放送です。 BS デジタル放送とは異なり、デジタル標準 
テレビ放送が中むであり、映画、スポーツ、エンターテイ;ントなど有料専門チャンネルが多いのが特長です。（一部無料放送をあります） 

地上デジタル放送について 

2003年12月か5順次、放送を開始している地上波の UHF 帯を使用したデジタル放送です。デジタル八イビジョン放送に加えて、デー 
夕放送や双ち向データサービスなどがあります。地上アナ□グ放送に比べて3—ストなどの影響を受けにくいのも特長です。（有料放送はあ 
0ません。） 









し受イ言契約 I しし•し 


B-CAS 力ードによる限定受信システム (CAS) のしくみ 


BS デジタル放送および ]] 0度 CS デジタル放送では、限定受信システム （ CAS ) により本機に付属の B - CAS 力一 
ドを挿入しておくと、 有料ま組の契約や購入状況情報び B - CAS カードに記憶されまず。その情報は電話回線を使つ 
て（株） B - CAS へ自動送信され、管理されまず。 



B - CAS 力ードの登録 

本機に付属の B - CAS カードの台紙の一部びユーザー登録用はびきになっています。台紙に記載の文面をよくお読み 
のラえ、ユーヴー登録はびさに必要事項を記入‘押印してポストに投かんし、日- CAS カードをおず登録してください。 
(登録料は無料でず） 


デジタル放送を視聴ずる場合には、必ず B - CAS 力ードを挿入してください。 

B - CAS カードは、有料放送の課金や放送局からのメッセージの管理等のほか、著作権保護の為のコピー制御にち利 
用されています。 


ご使用の前に 
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受信契約について 


BS デジタル放送の有料放送視聴の手続きにつしに 


• WOWOW 、 スター-チャンネルなどの目 S デジタル放送の有料放送サービスを受信するた曲には、 B - CAS カードの登録のほ 
かに、個別の受信契約が必要とな0ます。 

•有料放送を視聴するには、お客様の視聴したい番組を放送している放送局へ加入申し込みをして契約する必要があります。本機 
に同捆されている加入契約書に必要事項をご記入のラえ、ポストに投かんして<ださい。 

•詳しくは、それぞれの有料放送を行ラ放送局のカスタマーセンターへお問い含わせ<ださい。 

•お問い含わせの際は、電話番号はお間違えのないよラにお願いいたします。 


200目年7月現在の目 S デジタル放送局 （ NHK と有料放送局）の電話番号、ホームページアドレスおよびチャンネル番号は、 
次のよラになっております。 


己 S 放送局 

お問い合わせ電話番号/ 
ホームページアドレス 

巨 S 放を局 

お問い合わせ電話番号/ 

ホームページアドレス 

NHK 巨 S] 

NHK 巨 S2 

NHK デジタル八イビジョン 
(101、102、103 ch) 

0120 - 1已1已1己 

(受信契約専巧フ1」ーダイヤル） 

受付時間曰:00〜20:00 (年中無休） 
http://www.nhk.or.jp/ 

W0W0W 

(191. 1日2、1日 3ch) 

0120-480801 (フリーダイヤル） 

受付時間日:00〜20:00 (年中無休） 
http://www.wowow.co.jp/ 

NHK 衛星放送受信契約をされていない方は、 NHK と衛星放送受信契約 
び必要です。 

WOW 日 W はテレビ放送のみの視聴申し込みび必要な放送です。ラジオ放 
送 （4 日1、 492ch) と独立データ放送 (791ch) は無料放送です。 

スター-チヤンネル 
総合案内窓 □ 

に00か） 

03— 已已巨3 — 6777 

受付時間10:0日〜] 8:00 (年中無休） 

http://www.star-ch.co.jp/ 

スターチャンネル目 S に関わるお問い合わ 
せは、スカパー！110カスタマーセンター 
にお願いいたします。 



スター.チャンネル日 S はテレビ放送のみの視聴申し込みび必要な放送で 
す。独立データ放送 （800ch) は無料放送です。 




•泌时 a 

• NHK では、目 S デジタル放送の^ッセージ機能を利用して受信確認を行っています。すでに NHK と衛星放送受信契約され 
ていても、本機に同捆されている 「 B - CAS カードユーザー登録はがき」をお送りいただけない場含、または、はがきを送っ 
てを下部の「はい」に〇がついていない場含は、目- CAS カードを挿入して3日日経過後、 NHK — 目 S デジタル放送のチャ 
ンネルに含わせると、画面左下に NHK へのご連絡をお願いするメッセージが表示されます。この^ッセージは、画面に表示 
される NHK のフ U —ダイヤルにお電話いただき、巨- CAS カード番号、住所、お名前、電話番号などをお伝えいただければ、 
表示されな< な0ます。 

•一部のデータ放送など、無料放送でをユーザー登録が必要な攝含があります。詳しくは、それぞれの放送局へお問い含わせく 
ださい。 
















110 度 cs デジタル放送の有料放送視聴の手続きにつしに 


• 1 ] 日度 CS デジタル放送の有料放送サービスを受信するた曲には、 BS デジタル放送と異なり、個別チャンネルの放送事業者 
毎ではなく、「スカイパーフエク TV ! ] ]0(スカパー!11日)」が、放送チャンネル受信契約の代行を行うこととなります。 

• 1 ] 日度 CS デジタル放送では、チャンネル毎の受信契約のほかに、個別に契約申込されるよりを視聴料金がお得なパック契約 
が用意される場含があります。 

♦詳しくは、カスタマーセンターへお問い含わせください。 

♦お問い含わせの際は、電話番号はお間違えのないよラにお願いいたします。 

2日日目年7月現在の]]0度 CS デジタル放送のカスタマーセンター電話番号とホームページアドレスは次のよラになっており 
9 〇 

110度 CS デジタル放を お問い合わせ電話番号/ホームページアドレス 

〇已 70 —012 — 110 

スカイパーフエク TV !110(スカパー！1]0)•カスタマーセンター受付時間10:〇〇〜20:00 (年中無休） 

http :// www.skyperfectv 1 10. jp / 


ご使用の前に 
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I アナ□グ放送か！ 5 デジタル放送への移行について 

デジタル放送への移行スケジュール 

地上デジタル放送は、関東、中京、近畿の兰大に域圏の一部で2003年] 2月から開始され、その他の都道府県の 
県庁所在地は、2006年末までに放送び開始されまず。該当地域における受信可能エリアは、当初限定されていまずび、 
順次化大される予定でず。この放送のデジタル化に伴い、地上アナ□グ放送は 20]] 年7月までに、巨 S アナ□グ 
放送は 20]] 年までに終了ずることび、国の法ちによって定められていまず。 


吕〇00年 


吕〇03年 2006¢ 


吕011年 


2003 年 
1吕月 


地上デジタル放送 


1 

地上アナ□グ放送 

2011 年 7 月終了 

2000 年 
12 月 



BS デジタル放送 



1 

巳 S アナ□グ放送 

2011 年までに終了 


■細凶 a 

•化上デジタル放送は、現在の地上アナ□グ放ちとのミ昆信をさけるために、当初は非常にルさな出力で放ちび開始され、段階 
的にを出出力び上げられていく予定です。このため、放を開始当初は受信エ1」アび限定されます。 

•ブースターなどをご使用されている場合は、段階的にを出出力び上げられた際に、ご使用のブースターなどのレベル調整び 
必要な場合びあ0ます。このよラな場合は、お買い上げの販売店またはアンテナエ事業をにご相談ください。 


18 















テレビや周辺機器を設置する 


各部のなまえ . 20 

■ U モコン . 20 

■ 本体 

前® . 21 

後® . 22 

設置と準備の進めかた . 23 

■地上デジタル放送を受信するには . 23 

据え付けについて . 24 

■据え付けるときのご注意 . 24 

■転倒防止について . 2已 

リモコンの取り扱い . 26 

アンテナと接続ずる . 27 

■ UHF/VHF アンテナの接続 . 27 

■ きれいな映像を楽しむために . 28 

■ CATV ケーブルと接続するときの地上デジタル放送受信について . 28 

■ BS / 巳 S アンテナの接続 . 29 

B-CAS 力ードを挿入ずる （ 重要） . 30 

電話回線と接続ずる . 31 

LAN インター フエー スと接続ずる . 32 

お手持ちの機器と接続ずる . 35 

■接続できる機器 . 3已 

■ ビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器と接続する . 36 

■ HDMI 出力対応の DVD レコーダーなどと接続する . 37 

■ ビデオカメラ、ゲーム機などと接続する . 38 

■ ビデオカメラを見ながらダビングする . 39 

■ DVD プレーヤーと接続する . 40 

■巳 ATV ホームターミナルと接続ずる . 41 

■旧コント□-ラーを接続する . 42 

電源プラグの接続について . 43 


テレビや周辺機器を設置する 
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■部のなまス 


リモコン 


液晶表71^窓 
画面表示ボタン 
電源ボタン 
CS デジタルボタン; 
BS デジタルボタン 
チャンネルボタン。 
文宇入カボタン^ 

/]0ボタンは0(ゼ□)、 
( ボタンとしてち)使用し) 
、ます。 ノ 

チャンネル番号入カボタン 
音量ボタン 

ホボタン 
青ボタン 
番組表ボタン 
[^宫1 メニューボタン 
スイーベルボタン 
べんりボタン 


DVD / HDD 操作ボタン I 


BS 


画面表ち音寅切巧入力切換 

0 0 0 0 

flsl (csl 於》。み□ク） 

か勺 ( Jnhk ^ な呵 

圃园固 

厂 7 BSJ ) [ 8 男)巧"。,) 

准 J チ。ネル 


音声切換ボタン 
入力切換ボタン 
地上デジタルボタン 
地上アナ□グボタン 




一時停止 

<ix 


消音ボタン 

チヤンネルアップ 
/ダウンボタン 


緑ボタン 

:■ジニニ黄ボタン 

番組検索ボタン 
ワイド切換ボタン 
決定ボタン 
(5己1 カーソル ボタン 

( D 連動 データ ボタン 
戻るボタン 


ヴーチ / ス □— スキップ/コマさり 


DVD 軍お叫 D メニ ; I- mblr.1- DVD/HDD 

0000 
- DVD/HDD - 


( T メモ J 

参照ぺージマークについて 

0マークは、「①準備編」の取扱説明書（本書）の 
参照ページを表しています。 

M マークは、「②操作編」の取扱説明書（別冊）の 
参照ページを表しています。 
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前面 



gg スタンバイ/受像ランプ 


la スタンバイ状態 
到ま状態 


赤 
緑 

バワーセーブ状態：程 


gri 回線使用中 
egt 録画/予約ランプ 


回線使用中 
録画予約実行中 
予約有 


緑 

赤 

+公 

す丘 


[ p ] リモコン受信窓 


スピーカー 


83 IP 主電源スイッチ （ 本体下側） 

※異常-故障の際には、このスイッチをお切りください。 


fT 




前面端子部 



A ミ主意 

前面扉開閉の際、扉と本体の隙 
間に手け旨）を入れないでくだ 
さい。 

けびの原因となりまず。 



臣司 B-CAS 力ード挿入 □ 


ビデオ己入力端子 


巨 g 入力切換ボタン 

gg チヤンネルボタン 



U 


變 




ヘッドホン S2 映« 巧宙 ち/モノ-音青-ち 
-ビデオ S 入力- 


00000 


0 




巨 gsD メモ U - 力ード挿入□へッドホン端子 

巿販の S ニプラグタイプへッドホンをつ 
なぐ端子です。ヘッドホンの音量を設定 
することびでさます。@9 


巨^音量ボタン 

巨^電源ボタン 


J 


■がの— 


操作びでさなくなつた場合は 

本体の主電源スイッチで電源を「切」にし、スタンバイ/受像ランプび消なしてから再度主電源スイッチを巧してください。 


テレビや周辺機器を設置する 
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区国電源コードコネクター 


國 UHF/VHF 

混合アンテナ端子 

岡 BS / CS - IF 入力端子 


[P' 司 モニター 出力端子 
[ p ' 司ビデオ1入力端子 
ビデオ吕入力端子 



BS/CS-IF 

入力 


BS/CS 
3ンバ~夕- 
里お 
DC1 已V 
/屋大 4W 


UHF/VHF 
7 己 n 


P 


電話回緑 
接続 




LAN 

(10/100) 


© 


S2 映巧 S2 映留 S2 巧巧 




本窝の電おプラグ 
のアース端子は、 
を全アースでは 
ありません。 


因 


AC 入力 
100V 



A ま意 

sw や芭我のおそ打おり 
ヴーピスマ:/ Jim は-こ fl 
な'たを H けないこと ■ 


◄ = 電源コードの 
固定ちミち = 
S 巧プラグを本巧へ 
差し込んだを、コードを 
クランプに固まして 
ください。 






ビデオ1(雇巧） 
HDMI1 
入力 


/Q 




ビデオ2 (優先） 
HDMI2 
入力 


専巧スタンド ー I 

専用ブーブル WW は 
巧 a しないでくだ5し\。 


gg クランプ 


通信端末巧アース端子 

電源ノイズに对して通信の安定性向上させるなどのため、市販のアース線 
を使って、本機のアース端テと接地端子を接続ずることをおすすめします。 

(本アース端子は、電話通信端末機器の技術基準にちとづ< わのです。） 

将来発売予定の機器との接続 

テレビ関連機器の中には、現在開発中で数年後に実用化されると思わ 
れる機器びいくつかあり、システムアップび可能となりまず。使い方 
など、詳しくはさ接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


旣電話回線接続端子 
闽 LAN 端子 


网ビデオ3 

/コンポーネント1 
入力端子 

のビデオ4 

/コンポーネント吕 
入力端子 


I ^ HDMIl (ビデオ 1) 
入力端子 

gU 旧コント□-ラー端子 

〔37] hDM に（ビデオ 2) 
入力端子 


[ P ' S ! 専用スタンド接続端モ 


メモ 


参照ぺージマークについて 

〔]マ-クは、「①準備編」の取扱説明書体書） 
の参照ページを表しています。 

画 I マークは、 r ③操作編」の取扱説明書烟 j 冊） 
の参照ページを表しています。 
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US 置と準備の進めかた 


面 


本機の設置やアンテナエ事には技術と経験が必要でずので、販売店にご相談ください。 
(設置-準備費用については、お買上げの販売店にご相談ください。） 


ご自分で設置と準備をされるとさは、下記の順番で作業してください。 

付属品を確認します [S 


VHF アンテナ UHF アンテナ 



2 


3 


4 


己 


6 


7 


8 


9 


10 


11 


本機を据え付けます d 穿，屋冒 


リモコンに電池をいれます長国 


アンテナ線と本機を接続します d 置， 


B-CAS 力ードを挿入します（重要）國 


電話回線、 LAN インターフエースを接続しま 

す國，國 

お手持ちの機器を接続します屋|] 

■ ビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器 1 

■ HDMI 出力対応の DVD レコーダーなど I 
■ ビデオカメラ、ゲーム機 

■ DVD プレーヤー 

■ CATV ホームター5ナル gT ] 

■ 旧コント□-ラー 


電源プラグをつなざます 


電話回線、旧 P (プ□バイダー)、 LAN を設定 

します国!]，医国，医 I ] 

お住まいの地域に合わせて受信設定をします医国 


接続した外部機器を設定します医!] 


地上デジタル放送を受信するには 


地上デジタル放送を受信ずるには、下記の要件びずべて整っていることび必要でず。 

1. 受信地点は、ずでに放送地域になっていまずか？ 

関東•中京■近畿の兰大広域圏では、2003年12月から放送開始されています。その他の地域では、200已年ホまでに順;欠、放 
ち開始される予定です。地上デジタル放送の受信エ U アのめやすは、総務省またはお近くの地ち総合通信局にお問い合わせ<ださい。 

2. UHF アンテナは、地上デジタル放送に対応していまずか？ 

UHF アンテナには全帯域型と帯な専用型びありますので、全帯巧型または地上デジタル放送対応型をご使用ください。 

3. UHF アンテナは、化上デジタル放送の送信塔のち向に向いていまずか？ 

現在お住まいの地域で、地上デジタル放送の送信塔び地上アナ□グ放送と同じち向の場合は、そのままの向さで地上デジタル放 
送を受信でさますび.送信塔のち向び違ラ場合は、アンテナの向さを i 也上デジタル放送の送信塔のち向に変更する必要びあります。 

4. 地上デジタル放送受信機の入力信号は、所要の信号強度びありまずか？ 

地上デジタル放ちは、現在のアナ□グ放送との混信を避けるために、当初は非常にルさな出力で放をされますので、受信エ1」ア 
び限定されます。また、受信エ1」ア内であってち、おおやビル陰などによって電波びさえぎられる場合や電波の伝搬状況などに 
より、視聴でをない場合びあります。 

•ケーブルテレビまたは共聴-集合住宅施設でご視聴のちは、ケーブル事業ちまたは共聴施設管理をにお問い合わせください。 
•化上デジタル放送を受信するためには、最ネリに r 地域名」①設定と「ネリ期スキャン」の操作び必要です。 [7 巧 


テレビや周辺機器を設置する 
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u 居え付けについて 


据え付けるとをのごま意 


スタンド設置の場合 


① 密閉したケースや棚の中などに設置しないでください。 

② 本体の周囲は、放熱のための空間を十分に確保してくださし、。 


1 0 cm 
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スイーべル機能をご使用される場含は、回転範囲を確 
保でさるよラ、空間を十分にあけてください。目安は、 
32 cm です。 



上部は放熱効果を高曲る 
ため、3日 C 上空け 
てください。 



A ミ主意 

♦本機の据え付けには性能および安全性を維持ずるために必ず付属のスタンドや専用のオプシヨンユニットをご使 
用ください。標準スタンドを使用せずに、別の取り付け強度び不足ずる部材を使用ずると、転倒したり落下して 
火災•感電-けびの原因となりまず。 

•通風孔をふさびないよラに据え付けてくださし、。 

通風孔をふさぐと熱びこちり、故障や火災の原因となることびありまず。 


壁掛け-天吊り設置の場合 


A を意 

別売の専用壁掛ユニットを使用して壁に取り付ける場合は、危険でずから個人での取り付けは避け、販売店にお問 
い合わせの上、指定の取り付け工事業ちにめ頼してください。 


♦壁掛けでご使用になる場合は、必ず本体とスタンド間の専用接続ケーブルを外してご使用ください。 


メモ 


本体とスタンドの接続について 


>本体からスタンドを取りかす 
場合は、必ず専用ケーブルを 
本体後面の専用スタンド接続 
端子からかしてください。 



♦再度スタンドを取り付ける場 
合は、専用接続ケーブルを本 
体後面の専用スタンド接続端 
テに挿入してください。 
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運搬するとを 


♦本機は重量物でず。運搬ずるとさは、二人作業で持ち運びしてくださし、。 

♦持ち運びの際は、下図のよラに取手等に手を添え両手でしっかりと保持してください。 



転倒防止について 


スタンドご使用時の転倒防止について 

本機は奥行さびルさいため、大さな地震等の際には倒れる場合びありまず。必ず転倒防止を行ってください。 


図のようにセツト後面上部に付いているフックに 
ひもまたはクサリを通してください。 



2 


確実に支持でをる壁やほなどに、しっかりと固定し 
て < ださい。 

♦ひちまたはクサ U 、取付具は市販品をご利用くださし、。 



>ブラウン管タイプのテレビをスピーカー部に近づけ 
ると、ブラウン管テレビに色むらや画面揺れび発生 
することびありまずので離して使用してください。 


A を意 

♦本機はを定したところに据え付けてください。また、 
転倒防止の処置を行つて < ださい。 

本機び転倒し、けがの原因となることびありまず。 


テレビや周辺機器を設置する 
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UJ モコンの取り扱い 


A を意 

乾電池の使用上のごミち意 

•本機で指定されていない電池は使用しないでください。また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。電池の破裂、あちれにより、义災■けびの原因となることびありまず。 

♦電池を機器内に挿入ずる場合、極性表示プラスとマイナスの向さにま意し、機器の表示どおり正しく入れてくだ 
さい。まちびえまずと電池の破裂、液ちれにより、けびや周囲を巧損ずる原因となることびありまず。 

1 

電池ぶたをはずす 

矢印の方向に巧しなびら引して開けます。 

2 

乾電池を入れる \ な 

付属の単3形乾電池を@、©の表示どお0に入れます。 ^ ~ a 

彎 

3 

電池ぶたを閉める 

電ミ也ぶたを矢印の方向に巧して戻します。 




♦リモコンは、本機の1」モコン受信窓に向けて操作しまず。 

♦リモコンは、それぞれの U モコン受信窓の正面から約巳メートル、左 
30度、ち30度の範囲内でお使いください。 

♦かんたん操作機能（②操作編 巨日） を使用して外部機器を操作ずるとさ 
は、 U モコン受信窓に向けて操作しまず。 

U モコン送信機はかんたん操作モードにより 

•かんたん操作機能（③操作編 巨日） 使用時：本機に付属の U モコン送 
信機で操作しまず。 

- U モコンスルー機能（⑤操作編 巨目） 使用時：外部機器専用の1」モコ 
ン送信機で操作しまず。 

•かんたん操作機能を使用しないで外部機器を操作ずるとさは、外部機 
器専用の1」モコン送信機を外部機器の1」モコン受信窓に向けて操作し 
まず。 


リモ]ンの使用上のごま意 

参 U モコンを落としたり、衝撃を与えないでくださし、。 

♦ 1」モコンに水をかけたり、めれたちのの上に置かないでください。故障の原因になりまず。 

♦長時間ご使用にならない場合は、乾電池を U モコンから取り出しておいてくださし、。 

•液晶表示び薄<なったりボタン操作時に点滅したりずる場合や、1」モコンの操作びしに<<なった場合は、乾電 
池を交換してください。 

• 1」モコン受信窓に直射日光などの強い光び当たると動作しな<なることびありまず。光び直接当たらないよラに 
テレビの向きを変えてくださし、。 

♦電子レンジなどの加熱料理器に、1」モコン送信機-乾電池を入れて加熱しないで<ださい。発熱により义災•故 
障の原因になりまず。 
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しアンテナと接続する 


A 注意 

アンテナエ事には、技術と経験が必要でずので、販売店にご相談<ださい。 


①アンテナの種類に応じ、下図の要領で UHF / VHF 混をアンテナ端子に接続してください。 

©地上デジタル放送を受信するとをは、 UHF アンテナを使用しまず。 VHF アンテナでは受信でをません。また、現在お使いのア 
ンテナが UHF アンテナでを、調節や取0替えが必要な場合をありますので、その際は、販売店にご相談ください。 

風本機の UHF / VHF 混含アンテナ端子への接続に市販の U / V 混含器やアンテナアダプターを使用する場含は、でさるだけ本機よ 
り離して接続してください。 

@ UHF / VHF アンテナが独立のときなど、混合器の取り付けが必要な場合は、販売店にご相談ください。 

© CATV ケーブルと接続するときは、伝送方式や接続について詳しくは CATV 会社にお問いをわせください。 


UHF / VHF アンテナの接続 


UHF/VHF アンテナび混合のとき ■ BS-CS び混合のとき (例: UHF / VHF/BS 混合;け)) 



VHF アンテナ UHF アンテナ110度じ5巧庶 

BS デジタルアンテナ 




室巧 


U / V/BS 

混合器 



RF ケーブル 
(付属品） 


① 付属の RF ケーブルを本機の UHF / VHF アンテナ端子 
に接続する。 

② 付属の RF ケーブルの反対側を BS / UV 分波器の UV 
出力と付属の中継接栓で接続する。 

③ BS / UV 分波器の BS 出力を本機の BS / CS - IF アンテ 
ナ入力端テに接続する。（區§ちご覧ください)。 


A 細 ！! 

アンテナ線接続時のごを意 

♦アンテナ線には、妨喜の少ない同軸ケーブルの使用をおずずめしまず。 
(平行フィーダーを使用しますと受信状態び不巧定となり、妨害電波を受 
けやずく、画面にしま模様び現れたりしまず。） 

♦やむを得ず平行フィーダーを使用する場合は、本機よりでさるだけ離 
して < ださい。 

♦室内アンテナ線ち妨害電波を受けやずいので、お避けください。 
♦アンテナに巧して、電源コードや他の接続コード類をでさる限り離し 
て < ださい。 


メモ 


プラズマテレビに付属のフェライト 
コアについて 

付属の RF ケーブルには、フェライトコ 

アを巻を付けて接続してください（医国 
をご覧ください）。フェライトコアを卷を 
付けることにより、弱電巧時での妨害電 
波を巧制でをます。 


テレビや周辺機器を設置する 
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しアンテナと接続ずる 


F お接を（市販品）の接続 


で先端を加工ずる 

己 mm 日 mm 

ち]リングを通ず 

召]コネクター先端部を外被導体内側に差 
し込み、強く押し込む 

コネクター 

可ペンチなどを使い、 

P リングをコネクター 
の根元で固定ずる 

IJ ング 



n 外被導体 _, rn ^ _ / 

強く押し込むコネクター 列被導体をが側にずる 

1 な*^^® 

外被導体/ v 

を切る 1 。 




きれいな映像を楽しむために 


きれいな映像をお楽しみいただくには、アンテナ線や各種ケーブル類の接続状態が非常に大切でず。 


•アンテナ線は同軸ケーブルに F あ接栓を接 
続して使用することをおずずめしまず。 


同軸ケーブル（巿販品) 



• BS / UV 分波器-分配器はシールドタイ 
プの使用をおずずめしまず。 

プラスチックタイプ 金属シールドタイプ 
(市販品） （市販品） 


CATV ケーブルと接続するときの地上デジタル放送受信について 


CATV には、じ(下のよラな地上デジタル放送の伝送方式びありまず。詳しくは、 CATV 会社にお問い合わせくださし、。 


伝送ち式 

本機の対応 

トランスモジ ユレー シヨンち式 

UHF 帯の i 也上デジタル放送をケーブルテレビ局の電波に変換して伝をします。本機のア 
ンテナ端子に接続してち地上デジタル放ちを受信でをません。 CATV のホームター5ナ 
ルと接続してください。（区りをご覧ください） 

同一周波数パススルー方式 

UHF 帯の地上デジタル放送を変換しないでそのまま伝送します。本機の UHF / VHF アン 
テナ端テに接続して地上デジタル放送を受信することがでさます。 

周波数変換パススルーち式 

UHF 帯の地上デジタル放送を CATV で伝送可能な別の周波数に変換して伝送します。 
本機の UHF / VHF アンテナ端テに接続して地上デジタル放送を受信することがでをます。 
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BS / CS アンテナの接続 


接続ずるとさには安を①ため、おず本機の電源プラグをコンセントか5巧いてください。下記メッセージび表示され 
る場合は、テレビの電源を切つてから110度 CS 対応 BS デジタルアンテナを確認し、もう一度電源を入れてくだ 
さい。現象びなお日ない場合は、コンパーター電源を「切」に設定医資して、お買い上げの販売店にご相談くださし、。 

BS/CS アンテナ線の同卽 
ケーブルを F お接栓(市販品） 
に接続する [1 国 

UhF, VhF, BS び混合されていると 
をには、 BS/U V分波器 （ 市販品）び 
必要です。長 g 


^ F お接おを BS/CS-IF 入力 
^端子に接続する 

BS/CS-IF 入力端子は、 BS コンバー 
ターからの信号を受けるための端モ 
です。また、この端子から BS コンバー 
ターに DC + ]5V を供給します。 
BS アンテナ線を接続するとをには必 
ずテレビの電源を切つてください。 



♦共聴受信等で視聴される（電源供給を必要としない）場合には、 r 受信設定 （ BS - CS )」 廣]をご覧になって、コ 
ンバーター 電源の設定を必ず「切」にしてご使用くださし、。 

♦アンテナを接続ずるとさは、安全のため、必ず本機の電源プラグをコンセントから巧いてください。 

♦ BS / CS - IF 入力端子に F 形接栓を接続ずるとさは、手で緩まない程度に締めつけてください。締めつけずざると 
本機内部び破損ずる場合びありまず。 

アンテナ線の接続についてのごま意 

衛星放送を分配して他の機器で（衛星放送を）視聴ずる場合、分配器は必ず多端子タイプの電流通過形をご使用< 

ださい。多端子タイプ電流通過形でない場合は、アンテナに供給している機器の電源を切ると、他の機器で衛星放 

送び受信でさなくなりまず。 

•アナ□グ CS 用アンテナや従来のスカイパーフエク TV !用アンテナ （JCSAT-3、JCSAT-4 受信用）はご使用になれません。 
110度 CS デジタル放送を受信する場合は、 ]] 0度 CS 対応 BS デジタルアンテナをご使用ください。 

•ブースターや分配器をご使用になる場合は、110度 CS 対応（周波数 2.1 已 0MHz 対応!;■(上）であることをご確認の上、ご使用 
ください。従来の BS 用で周波数帯域び 1.33 巳 MHz のちのや、 CS 対応でち対応周波数び 1.89 巳 MHz などの 2.1 巳 OMHz 未 
満のちのをご使用になった場合、110度 CS デジタル放送の一部ちしくはすべてのチヤンネルび受信でをない場合びあ0ます。 

参マンションなどの共同受信システムの場合で、110度 CS デジタル放ちに巧応していない場合は、110度 CS デジタル放ちを受信でをません。 

• BS アンテナを使用する場合は、 BS デジタル放をのみの受信び可能です。この場合、従来の BS アンテナのほとんどは使用 
でをますび、一部の BS アンテナでは性能の劣化や BS デジタル放送受信に必要な性能びおなされず、 BS デジタル放送を受 
信したとを、ま定した受信びでさないことびあります。このよラなとさは、 BS アンテナ製造元のお客様窓□や、 BS アンテ 
ナを購入した販売店などにお問い合わせください。 


广メモ J 

BS / CS アンテナ線の接続についてのお願い 

• F 形接栓（市販品）をご使用ください。 

•アンテナの方向調整、設置についてはアンテナの取扱説明書をご覧いただくか、お買い上げの販売店にご相談ください。 

映りびよくないとさには 

衛星放送の電波は微弱なた曲、受信するにはアンテナ方向の正確な調整が必要です D をし、時々映像や音声が出な< なった0す 
るとをは販売店にご相談ください。また、雷雨や豪雨のよラな強い雨が降ったり、雪がアンテナに付着すると電波が弱くな0、 
一時的に画面や音声が止まったり、ひどい場含にはまったく受信でをないことがありまず。これは、気象条件によるをので、ア 
ンテナやチューナーの故障ではありません。受信レベルについては虐1]をご覽ください。 


110度 CS 対応 
、 BS デジタルアンテナ 


BS コンバーター 


メ ツ セージ 表 巧 



コンパ‘一夕一電源の保護び働いています。電源 
プラグを抜さアンテナ線をがして、アンテナ結 
とアンテナび異常ないか確認してください。 


A ま意 

アンテナエ事には、 
技術と経験が必要 
ですので、販売店 
にご相談ください。 



邑 


曰 

口 




テレビや周辺機器を設置する 
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IB - CAS 力ー ドを挿入ずる （ 重要） 

本機に付属の B - CAS カードは、本機の電源プラグを電源コンセントに接続しない状態で、下記 
の手順に従って挿入してください。 

B - CAS 力ードを挿入する 

I 絵柄表示び見える面を手前にして、 B - CAS カードま面の矢印の向さを挿入□へ合わせ、挿入び止まるまでゆっくりと巧し込む。 
•カチッといラ感触びあるまで確実に挿入してください。 



广メモ J 

B - CAS カードま号 （ カードの）は、カードを挿入したままでも本機で確認することびできます。 
操作方法は、「カード情報を見る」（②操作編回 I )をご覧ください。 


B-CAS 力ードについて 


本機に付属の B - CAS 力ードには]枚ごとに違うま号旧- CAS 力ード番号）び付ちさ 
れています。 B - CAS カードま号はお客様の有料放送契約内容などを管理するために使 
われている大切なま号です。「(株）ビーエス■コンデイシヨナルアクセスシステムズカ 
スタマーセンター」への問い合わせの際にちお要となります。 

本機に付属の B - CAS カードの台紙の一部びユーヴー登録用はびをになっています。台 
紙に記載の文面をよくお読みのラえ、ユーヴー登録はびをに必要事項をご記入' 押印し 
てポストに投かんし、 B - CAS カードを必ず登録してください。（登録料は無料です。） 

B - CAS 力ードま号」にチップ(集積回路) 



B - CAS 力ード取り扱い上の留意点 

• B-CAS カードを折り®ばたり、変形させないでください。 

• B-CAS 力ードの上に重いものを置いたり踏みつけたりしないでください。 

• B-CAS カードに水をかけたり、めれた手でさわらないでください。 

• B-CAS 力ードのに（集積回路）部には手をふれないでください。 

• B-CAS カードの分解加工は行わないでくださし、。 

• B-CAS カードは上記手順をご覧のラえ、本機の B-CAS カード挿入□に、奥まで正しく挿入してくださし、。 
B-CAS カードを正しく挿入しないと、有料放送や一部のデータ放送を視聴ずることびできません。 

•ご使用中に B-CAS カードの巧さ差しはしないでください。デジタル放送び視聴でさなくなる場合びありまず。 

B - CAS 力ードを抜くとき 

万一、巧く必要びあるときは、 本機の電源プラグを電源コンセントか！5抜いたあと 、ゆっくり B - CAS 力ードを 
抜いてください。 B - CAS 力ードにはに（集積回路）び組み込まれているため、画面に B - CAS 力ードに関ずるメッ 
セージび表示されたとさじ(外は、巧さ差しをしないでください。 

•本機専用の B - CAS カード U 外のちのを挿入しないでください。故障や破損の原因となります。 

•裏向きや逆方向から挿入しないでください。挿入方向を間違うと B - CAS カードは機能しません。 

• WOWOW 、 スターチャンネルなどの有料サービスを受けるには、 B - CAS カードの登録のほかに個別の受信契約び必要にな 
0ます。詳しくはそれぞれの有料放送を行ラ放送局のカスタマーセンターにお問い合わせください。 



お、 

:〇〇〇〇 0000 0000 0000 0000： 

_ 

_ 
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し p 話回線と接続ずる 


本機は、モジュラージャック式のジャックか5電話回線に直接接続できるようになっています。 

ご使用の電話回線コンセントがモジュラージャック式でない場合は、変換アダプターまたは工事び必要です。 


[ 1 ^ 


ホームテレホンやビジネスホンをご使用の場合は、販売店か NTT 営業所、または支店に 
ご相談ください。 


電話回線コンセントの種類をご確認ください 


電話回線 




ADSL 回線を使用される 
場合の接続例 


電源ノイズに対して通信の安定性向上させるなどのため、市販のアース線を使って、本機のアース端テと接地端テを 
接続ずることをおずすめします。（本アース端テは、電話通信端末機器の技術基準にをとづ<ちのでず。） 


アース接続についてのご注意 

本機をアース接続する場合は、確実に行なってください。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線 
に接続しないで<ださい。アースが不完全な場合は、感電の原因になることがありまず。 




• ISDN 回線でご使用になる場含は、ター5ナルアダプターの取扱説明書をよくご覧になってください。ター5ナルアダプター 
の種類によっては、ラまく通信でさないことがあります D 詳しくは、ター5ナルアダプターの製造元にお問い含わせください。 
ADSL でご使用になる場をを、ラまく通信でをないことがあります D 

参 ADSL 回線で本機を利用ずる場合、本機はスプ U ッターの後段の電話回線側に接続してください。正しく接続しないと、正常に通信びでさません。 

• ADSL 回線のスプ U ッターをかして電話回線を分配する場合は、本機付属部分のモジュラー分配器が使用できない場合があ 
0ます D その場含は市販のモジュラー分配器を使用してください。 

•ケーブル電話などでは、ラまく通信でをないことがあります。詳しくは、ケーブル電話会社にお問い含わせください。 

•目極4芯タイプの電話機の中で、 NTT 仕様に準拠していない機器は、ご使用になれません。 

•コードをはずすとさは、プラグを持ち、ツメを押しながら抜いてください。また、プラグを差し込むとさは、「カチッ」と音 
がするまで押し込んでください。 

•公衆電話、共同電話、地域集団電話、自動車電話、携帯電話、 PHS、 船舶電話には接続でをません。 

•本機の「回線使用中」ランプが点なしている場含は、電話機をご使用にならないでください。本機からの通信が正しくできな 
いことがあ D ます。 

•キャッチホン契約されている場をは、本機が通信していてを、キャッチホンが優先されます。 

•ファクシ5 U が接続されている場合は、ファクシ5 U の送受信中に本機が通信を行ラと、ファクシ5 U のデータが正しく送受 
信でをない場含があります。 

•付属のモジュラー分配器を使用して、電話機などを接続している場含、本機が通信するとを電話機から呼出音がなる場含があ 
ります。このよラな場合には、市販の自動転換器をご使用になることをおすす値します。 


テレビや周辺機器を設置する 
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[ LAN インターフエースと接続する 

本機では、デジタル放送の新しい双方向データサービスに対応するため、インターネット網に常 
時接続環境で接続する LAN インターフ I ースを装備しています。なお、一般のインターネット 
の Web サイトを見ることはでをません。 

ご使用の環境に応じて、下記のよラに接続してください。 


ADSL の場を （1) : ADSL モデム（ルーター非内蔵タイプ）との接続 
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[ LAN インターフエースと接続ずる 

CATV の場台 （1) :ケーブルモデム（ルーター非内蔵タイプ）との接続 


ケーブルモデム 



ケーブルモデム 
(ルーター内蔵タイプ) 



ケーブルモデム 
(ルーター内蔵タイプ) 



テレビや周辺機器を設置する 
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Ij - AN インターフエースと接続する 





•電話用のモジュラーケーブルは、 LAN 端テの接続には使用でさません。無理に挿入すると故障の原因となりまず。 



• ADSL モデムやケーブルモデムとブ□ードバンドルーターや八ブの接続については、それぞれの機器の取扱説明書をご覧く 


ださい。 

•双ち向データサービスをご利用になるとをは、電話回線の接続盾!]を行なってください。 

地上•目 S デジタル放送では、インターネット網への接続により、さ6に多様な双ち向データサービスを利用することができます。 

♦本機はプ□クシサーバーの設定には対応していません。 

•本機は DNS サーバーには対応していません。 

♦本磯でインターネット網に接続するには、回線業者やインターネットサービスプ□バイダーとの契約が必要です。未契約の場 
含は、回線業者やプ□バイダーと契約してください。 

•回線業者やインターネットサービスプ□バイダーとの契約によっては、本機やパソコンなどの端末を複数台接続でをない場を 
や、追加料金が必要な場合があ0ます。 

♦本機は、アナ□グモデムおよび ISDN によるダイヤルアップ接続には対応しておりません。 

•本機は、 ] 日目 ASE-T/] 日日 BASE-TX 規格に準拠した LAN インターフェースを装備しておりますので、この規格に準拠した 
LAN ケーブルを使用してください。 

• ADSL モデムやスプリッター、ケーブルモデム、ブ□ードバンドルーター、八ブ、ケーブルなどは、回線業者やインターネッ 
トサービスプ□バイダーとの契約をご確認の上、指定された製品を使って、接続や設定を行ってください。 

• ADSL モデムやケーブルモデムについてご不明な点は、ご利用の ADSL 回線業者や CATV 事業者またはインターネットサー 
ビスプ□バイダーにお問い合わせください。 

•ブ□-ドバンドルーターに固定 IP で接続されている場をは、 ISP 設定について國で rip アドレス取得」を「手動」に選択 
し、必要な項目を設定してください。 

•ブ□ードバンドルーターによっては、パソコンによる設定が必要な場合があります。このよラなルーターを使用する場含は、 
パソコンを接続して設定を行ってください。 

•本機では、アナ□グモデムによるインターネット接続を前提とするデータ放送サービスはご利用でをません。 

•本機では、一般のインターネットの Web サイトを見ることがでをません。 


( ^ モつ 

ADSL(Asymmetric Digital Subscriber Line ) について 

従来の電話用^夕 U ックケーブル上で実現される高速デジタル伝送方式の一つでず。すでに一般家庭に広く普及している電話線 
を使って、インターネットへの高速で安価な常時接続環境を提供ずる技術であ0、現在、インターネット常時接続のま流となり 
つつお D ます。 

FTTH (Fiber To The Home ) について 

光ファイバーを家庭まで直接引を込み、超高速•広帯域の通信環境を提供するサービスのことです。2001年から NTT 東曰本- 
西日本が光ファイバーによる常時接続サービスの目フレッツを開始しています。 CATV や ADSL を超える高速通信が巧能です。 

0NU(Optical Network Unit ) とメディアコンパーターについて 

光ファイバー加入者通信網における、パソコンなどの端末機器をネットワークに接続ずるための装置で、加入者宅に設置されます。 
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しを手持ちの機器と接続する 


接続時のごを意 

•他の機器と組み合わせてご使用になるとさにはそれぞれの取扱説明書をよ<お読み<ださい。 

♦接続の際はさ機器の電源を切ってから行って<ださい。電源を入れた状態で接続ずると、大さな音び出たり故障 
の原因となることびありまず。 

•他の機器との接続時、入出力端子をまちびえて接続ずると、故障の原因になりまずのでごま意ください。 

♦接続する他の機器、接続コードおよびアンテナ線び、テレビの画面または画面の後面に配置されまずと、映像び 
ゆれたり妨害を受ける恐れびありまず。接続機器、接続コードおよびアンテナ線は上記の配置を避けてください。 
特にアンテナ線は、付属の RF ケーブル、フェライトコアをご使用いたださ他の接続ケーブルからちはなずよラ 
に配置してください。 


接続でさる機器 

(下記から入力端子数に合わせて、 
お選びください。） 


む 


^U\ 


]〇 /〇〇〇。 


000 


] 




DVD プレーヤー SSJ 


un 内の数字は、 
参照ページでず。 



ビデオカメラ m 


□ 



CATV ホームター三ナル SI ] 


ビデオ / DVD レコーダーなど d 国 


メモ 


ご使用になる外部機器や接続方法に合わせて設定することびでをます。が部機器と接続したときの設定医国をご覧ください。 


システムアップに必要な接続コード 


♦映像-音声信号入出力接続コード VS-120G( コード長 2m) 




主に Hi - 円ビデオの映像-音声入出力端子との接続に使用します。 

♦映像-音声信号入出力接続コード VS-31 己 G( コード長1.己 m) 



主にモノラルビデオの映撒-音声入出力端子との接続に使用します。 

♦映像信号入出力接続コード VS- 220 G (コード長 2m) 


をにビデオの映像入出力端子との接続に使巧します。 

>HDMI ケースレ（市販品） 


〇 


0 


これ5と同等のコードが相手側の機器に付属している場合 
には、新しく購入される必要はありません。 


♦音声信号入出力接続コード AR-1 1 5G( コード長1.已 m) 


主に Hi - Fi ビデオの音声入出力端子との接続、ステレオ装置との接続に使用します。 

♦ D 端子ピンケープル TP-CDP0 1 ( コード長1 .5m) 


i ok 



DVD プレーヤーのコンポーネントビデオ出力との接続に使用します。 

>D 端子ケープル TP-CDD02( コード長1.已 m) 


i DK 


■WD } 


D 端子対応機器や将来実用化予定のデジタル機器との接続に使用します。 
詳しくは、接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


♦ DVI-HDMI 変換ケープル （ 巿販品） 

¢13 




•姐时— 

将来発売予定の機器との接続について 

テレビ関連機器の中には現在開発中で数年後に実用化されると思われる機器びいくつかあり、システムアップび可能となります。 
使いかたなど、詳しくは各接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


テレビや周辺機器を設置する 


3已 




























































































s ビ H 體 I ，付 


s 映揉コード 


ビデオ/ DVD レコーダー^ 





しを手持ちの機器と接続する 


ビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器と接続する 


S 映像端子付の録画機器をご使用のときは、 S 映像コードで接続されることをおすすめします。 
より良い画質でお楽しみいただけます。 

また、入力自動録画機能（⑨操作編巨目）や旧コント□-ラー機能置！]により録画予約び簡単 
に巧えます。 


〇 


•接続時は必ず各機器の電源を切ってくださ 
し、（市販の接続コードをご使用ください。） 
•アンテナ線は本機と録画機器両方に接続し 
ます。受信方式などの違いによって、接続 
のしかたび異なりますので、詳しくは録画 
機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

参録画機器の U / V アンテナ出力端子から本機の 
U / V アンテナ入力端テに接続すると、地上デ 
ジタル放送び正しく受信でをない場合びありま 
すので、この接続ち法はおすすめでをません。 
•録画予約をするときは、（③操作編巨固）を 
ご覧ください。 

• 「旧コント n - ラーを接続する」白国と、「旧コ 
ント□ーラーを設定する」医国を行ってください。 
D 端子ピンケーブル使用時のご注意 
D 端子ピンケーブルをご使用になる場合は、 
映像信号によ0正しく表示されないことびあ 
ります。このよラな場合は、メニューの「そ 
の他」 r ワイド制御信号検肚の「04端子検出」 
を「しない」に設定してください。（②操作 
編励） 

録画機器接続時のごま意 

デジタルチューナーなどの映像をビデオ、 
DVD レコーダーなどの録画機器を通して入 
力すると、着作権な護技術によって、映像び 
正しく表示されない場合びあります。このよ 
ラな場合は、録画機器を通さずに、本機のビ 
デオ入力端子に直接接続してください。 


f メモ > > 

モニター出力端子について 

•放送のみ視聴時は、画面に映っている映像-音声を出力しますが、予約録画 
時は、録画している番組の映像-音声が出力されます。 

•番組表、データ放送画面は出力されません。 

•メニューの「初期」 r 外部機器接続設定」の「モニター出力（ビデオ)」を「し 

ない」に設定している屋国ビデオ入力の映像と音声は出力されません。ビ 
デオの外部入力を使用して録画する場含は、「しない」に設定してください。 
•コンポーネント入力は、モニター出力端子からは出力されません。 

• HDMI 入力端テの映像-音声は、モニター出力端子からは出力されません。 
•メニューの「その他」「入力自動録画」を「する」に設定している（©操作 
編巨国）とさは、予約録画が開始されるまで、映像と音声は出力されません。 
•モニター出力端テの音声出力を AV アンプ等に接続して、ご使用になる場合、 
スピーカーから出力される音声が画面の映像と一致しない場をがあ0ます。 
このよラな場含は、へッドホン端子出力をお使いください。 

S 2 映像端子について 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端子でず。 S 2 映像入力端子と 
映像入力端子が両方接続されている場合は、 S 2 映像が優先されます。本機は 
フルモード制御信号の入った映像が、ビデオ1，2,已の S 2 映像入力端子より 
入力されるとワイドモードは自動的にワイド画面一杯に表示されます。 

モニター出力の 「 S 2 映像」端子について 

ビデオ1 . 2.己の 「 S 2 映像入力」と、デジタル放送の信号がは出力されません。 
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外部 S 吕映な映像出力へ 
入力へ出力へ ス扣、を 


音声出力へ映像昌声出力へ 


外部入力へ 





































































































HDMI 出力対応の DVD レコーダーなどと接続する 


本機は、 HDMI または DVI 出力対応機器との接続びできます。 



DVI - HDMI 変換ケープル(巿販品） 



DVD レコーダー 


粉ぶ岛 a 

•本機は HDMI または DVI 出力対応機器との接続がでをますが、 
一部の機器では映像や音声がでないなど正常に動作しない場 
をがあ0ます D 

•出力ずる機器側の信号切り換えや操作によ0画面や音声にノ 
イズが入る場含がありますが、故障ではありません。 

• HDMI / DVI 1または2入力は、ビデオ]または2入力で選 
択ずることがでをます。 

• HDMI 信号を入力すると 「 HDMI 1」 または 「 HDMI 2」 の表 
示がでをます。 

• D VI 信号を入力すると [ DVIIJ または rDVI 2 J の表示がでさまず。 
•巧応ずる信号について 

映像信号：己2己 i (48 日。※.曰2曰 p (480 p ). ] ] 2己 i (] 080 i ). 

750p(720p) HDMI 信号のみ 

音声信号： U ニア PCM 

ヴンプ U ング周波数 32 kHz /44. 1 kHz /48 kHz 
PC 信号： VGA/ 目 日 Hz (目40 X 48 日， 31 .已日 kHz / 目 日 . 0 日 Hz ) 
XGA/60Hz(1024x 768. 48.36 kHz /60.00 Hz ) 
WXGA/6 日 Hz(l 28 日 X 768. 47.78 kHz / 59.87 Hz ) 


入力切換ボタンで r ビデオ1」を選択 
する 

ビデオ2入力に接続したとさは「ビデオ2」を選 
択します。 


入力切換 


% 



2 


接続している機器を操作する 


テレビや周辺機器を設置する 
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ゲーム機 



入力切換ボタンで「ビデオ日」を選択 
する 

画面に「ビデオ已」の表示び出ます。 


入力切換 


% 


ビデオ S 


S2 映像入力へ 


映像•音声入力へ 



ヘッドホン S2 映像 映像左/モノ-音声-ち 


ビデオ5入力 


〇ビデオカメラやゲーム機を操作ずる 



プラズマテレビの焼を付をについて 

•ゲーム機などで固定映像を長時間または繰り返し表示させない 
でください。プラズマパネルが焼さ付く場合があります。焼を 
付さが軽度の場合は、白パターンを表示する（©操作編巨0 
) または動画を映すことにより目立たなくなることがあります 
が、一度起こった焼を付をは完全には消えません。 


メモ 

S 2 映像端モについて 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端子です。 S 2 映像入力端モ 
と映像入力端子が両方に接続されている場合は、 S 2 映像が優先されまず。 

本機は、フルモード制御信号の入った映像びビデオ1, 2,已の S 2 映像入力端 
子より入力されると、ワイドモードは自動的にワイド画面一杯に表示されまず。 
(© 操作編回な） 

V_ 


■I 測 mA 

•ビデオ入力端子に入力された映像、音声信号は.わずかに時間び遅れて画面表示、スピーカー出力されます。入力された信号 
をデジタル処理しているために遅れび発生するちので、故障ではありません。 

-ゲーム機のコント□ーラを使用される場合は、コント□ーラの操作に巧して、画面びわずかに遅れて表示されます。 

-カラオケ機器などをビデオ入力端子に接続した場合、カラオケ機器本体のスピーカー音声に巧して、テレビのスピーカー音 
声びわずかに遅れて出力されます。 

•ゲームの種類-内容によっては、画面び欠ける場合びあります。 

•ライフルタイプやガン（銃）タイプのコント□ーラを使用するシューティングゲームなどは、本機では使用できないことびあ 
ります。詳しくは、ゲームソフトおよびコント□ーラの取扱説明書をご覧ください。 


ゲームモードについて 


ゲームモードの設定 H 国を「入」に設定すると、ビデオ日映像画面を選んだとを、自動的に巧の 
よラな設定が行われます。 

♦映像モードはスタンダードに切り換わりまず。 - 

ゲーム画面でち映像モードは切り換えることびでさまず。 

♦ビデオ已を選ぶと、時間び経過 （1 時間、]時間3□分、…最大4時間）ずるごと 

に、時間を表示しまず（約已秒間）。表示時間を目ちに適度な休憩をとり、お楽し |2剛たちました I 

みください。一度電源を「切」にずると、経過時間び0に初期化されまず。 - 
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しを手持ちの機器と接続する 


ビデオカメラ、ゲーム機などと接続する 


S 映像出力へ映像-音声出力へ 
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ビデオカメラを見なが!5ダビングずる 



ビデオ/ DVD レコーダー 



ビデオカメラ 


メモ： ） 

•ビデオや DVD レコーダーなどの録画の設定については、お 
手持ちの機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

•モニター出力を使用して録画する場含は、録画中に入力切換、 
チャンネ J レ切換をしないでください。 

モニター出力端子について 

•コンポーネント入力時の映像と音声は、モニター出力端子か 
らは出力されません。 

•モニター出力は画面に映っている映像-音声を出力しますが、 
ワイド処理された信号は出力されません。 

•予約録画時は、録画している番組の映像•音声が出力されまず。 

•モニター出力の S 2 映像出力は、デジタル放送やビデオ 1. 2. 
己端テに入力した S 2 映像をご覧になっているとさに出力され 
よ9 〇 

•モニター出力の音声には消音および無信号ミュート （® 操作 
編巨日）による5ュートは働をません。 

•ビデオ1、2、4、己へ入力された信号のモニター出力につい 
ては、各ビデオ入力ごとに「する」「しない」の設定がでをま 
ずニューの「初期」「外部機器設定」「モニター出力（ビ 
デオり）。詳しくは医国をご覧ください。 


入力切換ボタンで r ビデオ已」を選択 
ずる 

ビデオ]入力に接続された機器からダビングする 
とさは，「ビデオ]」を選択する。 


入力切換 

を 


2 

ビデオや DVD レコーダーなどを外部 
入力に合わせる 

詳しくはお手持ちの機器の取扱説明書をご覧くださ 
い。 

3 

ビデオカメラを再生し、ビデオや DVD 
レコーダーなどを録画状態にずる 


盼ぶ岛 a 

•メニューの「その他」「入力自動録画」を「ずる」に設 
定している（②操作編 巨 目）ときは、予約録画び開始 

されるまで映像と音声は出力されません。 

\_ ) 



S2 映像入力へ 


映像•音声入力へ 



ヘッドかン S2 映を 映橡左/モノ-音靑-ち 


ビデオ已入力 



テレビや周辺機器を設置する 
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つン ポー ネント 
ビデオ出力端子 
びない場合 




ビデス3/ 


ビデ74/ 


コンポーネント 
ビデオ出力端モ 
のある場合 


※□端モ 


ピンケーブル 


コンポーネント 
ビデオ出力端子 
びない場合 


〔メモ J 

S 2 映像端子について 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端子です。 
S 2 映像入力端子と映像入力端テが両方に接続されている 
場をは、 S 2 映像が優先されます。 

本機は、フルモード制御信号の入った映像がビデオ1，2, 
己の S 2 映像入力端子よ0入力されると、ワイドモードは 
自動的にワイド画面一杯に表示されます。（©操作編巨因） 
コンポーネント入力端子について（ビデオ3,4) 
•コンポーネント入力端モ （ D 4 映像）は DVD プレーヤー 
および将来実用化予定のデジタル機器のコンポーネント 
映像イ言号（己2己 i (48 日 i )、 己2己 P (48 日 P )、]125 i 
(] 日8日 i )、 7己日 P (72 日 P ) 信号）を接続できます。 
1 125 i (] 080 i )、 7曰 OP (720 P ) イ言号を入力日寺は、 
映像を適切な画面サイズに自動的に切0換えます D 
•コンポーネント入力の映像と音声はモニター出力端子に 
出力されません。 

• □ 端子ピンケーブルをご使用になる場合は、映像信号に 
より正しく表示されないことがあります。このよラな場 
含は、 にューの 「その他」「ワイド制御信号検出」のの4 
端子検出」を「しない」に設定してください。（©操作 
編励） 

•ビデオ4/コンポーネント2入力端テは、 D 端テケーブ 
ル接続時にはコンポーネント入力 ( D 4 映像入力）が優先 
されます。 


《 DVD プレーヤーが D 端子映像出力の場含は、 
D 端子ケーブルをご使用ください。 


入力切換ボタンで r ビデオ4」を選択 
ずる 

ビデオ2入力に接続したとさは「ビデオ2」を選 
択します。 

ビデオ4 

入删換 〕ンポ-ネント2 



771 DVD プレーヤーを操作ずる 



む \ 

呵 [〇 

/〇〇〇 

0 0 

〇〇〇 

^ iFii 〇 Ci 

II II 

機;《 

な 


DVD プレーヤー 



しを手持ちの機器と接続す る 


DVD プレーヤーと接続する 



D 4 映像 

入力へ 


音声入力へ 


S 映像 映像出力へ 
出力へ スな、を 


音声出力へ映像•音声出力へ 
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CATV ケーブル 



CATV ホームター S ナル 





映 

像 

出 

力 


入力切換ボタンで r ビデオ4」を選択 
ずる 

ビデオ2入力に接続したとさは「ビデオ2」を選 
択します。 

入力切換 


お 


ビデオ4 

コンポーネント吕 


CATV ホームターミナルと接続する 


CATV の受信は、サービスび行われている地域でのみ受信び可能でず。また、使用ずる機器ご 
とに CATV 会社との受信契約びお要になります。なお、有料放送や BS /1 10度 CS / 地上デジ 
タル放送をご覧になるとをは、ホームターミナル（セットトップボックス）び必要です。地上デ 

ジタル放送びパススルー方式 [1 国で送信されている場合は、本機の UHF / VHF アンテナ端子に 
接続して受信することもできます。詳しくは、 CATV 会社にご相談ください。 

CATV ケーブル 




〇 CATV ホームターミナルを操作する 

巳 詳しくは CATV ホームター5ナルの取扱説明書を 
ご覧ください。 


D 端子映像出力が応機器の場台 


メモ： ） 

コンポーネント入力端子について（ビデオ3,4) 

•コンポーネント入力端モ （04 映像）は、 D 端子映像出力対 
応機器や将来実用化予定のデジタル機器の D 映像信号を接続 
できます。本機は D 映像信号の己2己 i (48 日 i )、 己2己 p (48 日が、 
1 125 i (10800、7己 OP (720 P ) にミオ応してし'!ます。 
]]2曰 i り080 i )、 7曰 OP (720 P ) 信号を入力時は、映像 
を適切な画面サイズに自動的に切り換えます。 
•コンポーネント入力の映像と音声はモニター出力端子に出力 
されません。 

•詳しくは接続機器の取扱説明書をご覽ください。 



D 4 映像入力へ 


音声入力へ 



テレビや周辺機器を設置する 
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しを手持ちの機器と接続する 


旧コント □ —ラーを接続する 


旧コント □ —ラーの接続 



旧コント□—ラー （付属品） 

かんたん操作機能を使用して、本機か5 
他のが部機器を操作したいとをに接続 



外部機器 

(ビデオ/ DVD プレー巾一など) 



旧コント□ーラーの取り付け 


本機の旧コント□ーラー端子に付属の旧コント□ーラーを接続し、 U モコン発光部を外部機器（ビデオや DVD プレーヤーなど） 
の U モコン受信窓に向けて設置ずると、外部機器の U モコン操作を本機に向かって行ラことができます。また、本機と録画機器 
を接続して、デジタル放送の予約録画を行ラことをでをます。 

①かんたん操作機能を使用して外部機器を操作するとをは、^ニューの「その他」の「かんたん操作」の設定を「1」または「2」 
にします。（©操作編函 I ) 

® かんたん操作の設定状態により、 

-かんたん操作機能をご使用のとさ（かんたん操作「1」または「2」） 

旧コント□ール設定画面屋国にしたがって外部機器とメーカーを設定してテスト送信を行し、外部機器が確実に動作する 
位置を確認して旧コント□ーラーを取り付けます。 

- U モコンスルー機能をご使用のとき（かんたん操作に」） 

本機の U モコン受信窓に向かって、ご使用の外部機器の U モコン操作をしたとを、外部機器が確実に動作する位置を確認し 
て旧コント□ーラーを取0付けます。 

通常、旧コント□ーラーの発光部が、外部機器の U モコン受信窓のでをるだけ正面になるよラに取り付けます。外部機器の U 
モコン受信窓の位置は、外部機器の取扱説明書でご確認<ださい。 

@デジタル放送番組の予約録画を行ラときは、旧コント□ール設定画面直国にしたがって録画機器とメーカーを設定してテス 
卜を行い、録画機器が確実に動作ずる位置を確認して旧コント□ーラーを取り付けます。 


取り付け例 

(付属の両面テープを使用) 



•旧 コン ト□ーラーで操作でをる外部機器は 2 〜 3 台を目安にしてあ 0 ますが、ご使用のが部機器の U モ コン 受信窓に強い光 
があたった 0 、 旧 コン ト□ーラーの発光部と外部機器の U モ コン 受信窓の位置が離れたりしていると操作でをないことがあ 
ります。また、棚などの U モ コン 信号をさえぎるをのや前面とびらの有無など AV ラックの構造によってを異なります。 

•旧コント□ーラーは、ご使用の外部機器が確実に動作することを確認してから両面テープで固定してください。 

•両面テープは貼り付ける場所のコ’5やほこ0を取0除いてから貼り付けてください D 

•旧コント□ーラーに付属の両面テープは強力なため、棚などに貼0付けたあと、無理にはがすと板の表面を傷曲る場合があ 
りますのでご注意ください。 
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し p 源プラグの接続について 


① 電源コードのコネクター側を本体の後面にある電源 
コードコネクターに差し込む 

② 電源プラグのコードをクランプに固定ずる 

③ 電源プラグをコンセントに差し込む 



么警告 

指定の電源電圧でご使用< ださい。表おされた電源電 
圧 Li (外で使用ずると、火災•感電の原因となりまず。 


么注意 

•電源プラグをずぐに巧くことびでさるよラに本機を 
据え付けてください。本機び異常や故障となつたと 
き、電源プラグをコンセントに差し込んだままにし 
ておくと火災-感電の原因となることびありまず。 
♦旅行などで長期間、本機をご使用にならないとさは、 
安全のためおず電源プラグをコンセントから巧いて 
<ださい。 


電源コードの固定について 


電源プラグを本体に差し込んだ後、コードをクランプに固定して 
<ださい。 



>電源コードをクランプに固定した後、上へたるませて大さし、 
クランプに、専用スタンドケーブルをルさいクランプに 
固定してくだい。 



テレビや周辺機器を設置する 
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I 電源プラグの接続について 

「 クランプの留め方 I 


留める 



矢印方向にはめ込ん 
でください 


ツメを緩めてから 
矢印ち向に引いてく 
ださい 


广メモ J 

ケーブルの固定について 

RF ケーブル、ビデオコードなどは、大をいクランプで電源コー 
ドと一緒に固定してください。 



電源プラグアダプターについて 


• 2 つ巧タイプコンセントを使用の場をは付属の電源プラグアダプターをご使用く 
ださい。電源プラグアダプターをご使用の場合は、必ずアース線を接続してくだ 
さい。アース線の接続は、必ず電源プラグを電源に接続する前に行ってください D 
また、アース接続をはずす場含は必ず電源プラグを電源からとりはずしてから行つ 
てください。 



44 




















































